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論文内容要旨

 海馬同期波のもつ意義については,諸説あり,orientingresponse,atte面on,随意運動,

 frustrativenon-reward,学習および記憶等との関連が示唆されているが,今尚混沌として

 いる。著者らはこれまで家兎を用いた低率差別強化学習を通して,学習の進行に伴って接近,テ

 コ押し行動時に家兎の背側海馬より高振幅,高周波数(8-10Hz)の同期波(我々はα一burst

 と呼称している)が出現する乙とを報告してきたが,今回はこのα一burstのもつ意義について

 さらに検討すべく,海馬同期波のpacemakerの一つとされる中隔の破壊を行ない,海馬脳波お

 よび学習行動への影響を検討した。

方法

 白色成熟雄家兎13羽を用い,慢性植込み電極を両側背側海馬および中隔に刺入した。双極は

 り合わせ電極を用い,脳波記録は双極誘導とし,電極先端の一端が背側海馬のCA1,他端が

 dentategyrus付近にくるように想定した。学習実験は毎日1回行ない,30分を1sessionとし

 た。テコ押しによって0.1gの固形飼料が放出されるShieldedSkinnerBoxを用い,CRF学

 習完成の翌日から,DRL-10sec.学習を行なわせた。

 実験は次の2群に分けて行なった。第1群(学習完成後中隔破壊群):CRF学習一DRL学習

 完成後に中隔破壊を行ない,破壊翌日よりひきつづきDRL学習を行なった群,8羽。第2群(中

 隔破壊後学習群):中隔破壊後2週間おいてCRF学習一DRL学習を行なった群,5羽。

 中隔破壊は両側中隔電極への直流通電により,海馬同期波が認められなくなるか,又は,極端

 に低振幅化するまで徐々に行なった。

結果

 学習効果の解析には,テコ押し反応時間間隔確率分布(各sessionについてテコ押しとテコ押

 しとの間の時間を測定し,1秒区切りでそれぞれ何秒台は何個のテコ押しがあったかを数え,こ

 れを総テコ押し数で除し,百分率でhistogramに示したもの)を用いた。

 第1群では,DRL学習は40～50sessionで完成したが,学習が進行するに従いテコ押しは待

 機時間10秒付近に集中してきた。これに伴い待機中の脳波巌次第にθ波成分が減じていく反面,

 待機後家兎がテコ押しを行なう際の,接近行動にわずかに先んじた時点からテコ押し完了までの

 間に8～10Hzの高振輻の著明な同期波(α一burst)が出現してきた。このα一burstは充分長

 く待機した後の接近テコ押し行動時に出現し,学習の完成に伴いα一bUrstの出現率は増加した。
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 第1群で学習完成後に中隔破壊を行なうと,テコ押し反応時間間隔は8秒台付近を中心とする低

 い幅の広いピークを示すようになり,学習保持に障害が認められ,破壊後30日まで再学習を行な

 わせても学習の再完成には至らなかった。中隔破壊により海馬同期波の振幅,周波数の著明な減

 少と一部には速波成分の増加が認めちれた。海馬同期波が以上の如く極度に障害されているにも

 かかわらず,接近,テコ押し等の行動そのものには変化は認められなかった。

 一方,.第2群では,70sessionにいたっても10秒台への集中は不十分で,学習獲得の遅延が

 明らかであった。中隔破壊後海馬同期波は極端に障害されるが,sessionが進むにつれ,漸次回

 復傾向を示した。しかし,70sessionに至ってもα一burstは認められなかった。このように,

 海馬同期波が極めて障害されているにもかかわらず,接近,テコ押し行動自体には異常を認めな

 かった。

結語

 家兎中隔破壊の海馬脳波および学習行動に及ぼす影響について検討した。中隔破壊により,海

 馬同期波が殆ど消失した状態でも,DRL学習における接近,テコ押し行動自体に変化はなく,

 海馬同期波は少なくとも随意運動遂行に必須のものではないと考えられた。中隔破壊後DRL学

 習では,DRL70sessionに至っても学習が完成せず,α一burstも出現しなかったこと,一方,

 DRL学習完成後中隔破壊では,それまで認められていたα一burstが消失し,DRL学習も障

 害されたことから,α一burstと時間弁別にかわる記憶或は学習との関連が示唆された。

 以上より,中隔一脳弓を経由して海馬に至る経路は,随意運動そのものよりも,記憶,或は学

 習とより密接に関連しているものと考えられた。
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 審査結果の要旨

 海馬同期波の意義については諸説あり,今尚混沌としている。先に新妻らは家兎のDRL学習を

 通して学習の進行とともに接近,テコ押し行動時に家兎の背側海馬より8-10Hzの高振幅,高周

 波数の同期波(α一burst)が出現することを報告し,これが記憶或は学習と関連したcentral

 processingによって生じてくるものであろうと述べた。本論文ではこのα一burstの持つ意義

 をさらに検討すべく海馬同期波のpacemakerの1つとされる中隔の破壊によりα一burstを消

 失せしめ,DRL学習への影響を検討じている。これまで中隔破壊がDRL学習に及ぼす影響は検

 討されてきたが,同時に海馬脳波の観察を行なった報告はない。本実験においては海馬同期波と

 学習との関連に注目し,中隔破壊により海馬同期波を消失させた上でDRL学習を行なわせる破

 壊後学習実験とDRL学習完成後に中隔を破壊し学習への影響をみる学習完成後破壊・再学習実

 験の2つを行なっており,破壊後学習実験では海馬同期波の消失と学習の獲得の障害が確認され,

 一方学習完成後中隔破壊実験では破壊後同期波が消失するとともに獲得した学習も障害されるこ

 とが確認された。なお中隔破壊後海馬同期波の消失した家兎でも,一般行動および接近,テコ押

 し行動自体には変化はなく,この点から著者らは学習の障害は随意運動の障害というよりは時間

 弁別にかかわる記憶の障害によるものであろうと推論している。以上の結論は海馬同期波と随意

 運動との関連を強調しすぎるVanderwolfらの説に対して海馬同期波は随意運動に必須のもので

 はない乙とを明快に示しており,著者らの観察したα一burstは記憶或は学習とより密接な関連を

 もつとの結論も妥当なものと考えられる。

 本論文は混沌としている海馬同期派の意義を解明するとともに学習或は記憶という1つの側面

 での海馬同期波の存在意義を明快に示した点で優れており,学位授与に価すると考える。
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